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「学び改革」に向けた「危機感の共有」とは

昨年から続く新型コロナウイルス感染症の拡大
では、新聞やメディアで医療現場の逼迫が伝えられ
ていますが、教育現場も今、逼迫した状況にある
と言われています。

20世紀には、日本の教育は非常に良いシステム
として機能してきました。先進的な科学技術を駆使
して高性能・高品質の製品を大量生産し、目標だっ
た高度経済成長を遂げ、GDP（国内総生産）世界第

2位の経済大国を実現したことがその証です。資源
の少ない日本の成長を支えたのは紛れもなく「教育
の力」でした。しかし、時代が「工業化社会」から「情
報化社会」へ変化すると、世界では大きな変革が起
きました。経済の中心が「モノ」を作る製造産業から、
米国のGAFA（Google、Amazon、Facebook、
Apple）を代表とするIT産業へとシフトしたのです。
GDPで日本は中国に抜かれ、10年ほどであっとい
う間に3倍近い差をつけられてしまいました。もはや、

「記憶力と理解力」でモノ作りを支えた20世紀の学

「GIGAスクール構想」を国が推進する目的は、Society 5.0＋第4次産業革命が急速に進行する21世紀の
時代にふさわしい「学び改革」のためだと前回お話しいたしました。では、「GIGAスクール構想」による

「学び改革」とは具体的にはどのような内容の変革になるのか解説していきましょう。

GIGAスクール構想が推進する
21世紀にふさわしい「学び改革」による
新しい授業の姿とは

GIGAスクール構想で子どもたちの学びはどう変わる？（第2回）

トを通じてさまざまな情報を検索・収集することは
もちろん、学習支援ツールを活用して、先生ともグ
ループメンバーとも、ほかの児童生徒とも情報共
有することが可能となります。

典型的な授業としては次のような進行が想定さ
れます。学習のめあて（課題の提示）→調べ学習（情
報収集）→個別学習・思考（情報処理）→グループ学
習（情報発信＋協働学習）→グループまとめ（コンセ
ンサスの醸成・思考の深化）→発表・プレゼンテー
ション（情報発信）→感想・意見交換（評価）→再検討。
これは、一般社会で利用されているPlan（計画）、
Do（実行）、Check（評価）、Action（改善）の「PDCA
サイクル」と同様の流れであり、課題解決型の学習
と言えます。
「GIGAスクール構想」でひとまず１人１台情報端末

は実現しましたが、これで「学び改革」は果たして本
当に実現するのでしょうか。学びにおける情報活用
能力（ICT活用能力）のあり方、今後の展望と課題に
ついては次回お話しさせていただきます。

びでは対応できない「創造力と協働力」が求められ
る時代となったのです。

実際日本の教育レベルは、OECD（経済協力開発
機構）の行う学習到達度調査（PISA）では、コンピュー
ターを使用したテストへの不慣れによってランクが
下がり、国の研究開発力を示す指標の一つである
自然科学分野の論文数で、日本はドイツに抜かれて
4位に下がっています。教員のICT活用率が、調査
国中下から2番目という調査結果もあります。もは
や日本は、科学技術も経済も、そして教育も世界
の最先端国とは言えないのかもしれません。

「GIGAスクール構想」から始まる 
「新学習指導要領」の実現

そこで、情報化社会に対応するため、2011年、
文部科学省は「教育の情報化ビジョン」を公表、教育
の情報化への取り組みを始めました。

そして、新しい「学習指導要領」は、「教育の情報
化ビジョン」の内容を踏まえて検討、作成されてい
ます。この「学習指導要領」は2020年に小学校で、
21年に中学校でそれぞれ実施され、22年には高
校でもスタートする予定です。

その新しい学習指導要領では、学校教育を通じて
「学んだことを人生や社会に活かそうとする学びに
向かう力、人間性など」、「実際の社会や生活で生
きて働く知識及び技能」、「未知の状況にも対応で
きる思考力、判断力、表現力など」の3本の柱を偏
りなく育んでいくことを目指していて、このような
能力を育むための新しい学習方法として示されて
いるのが、「主体的・対話的で深い学び（アクティ
ブ・ラーニング）」です（図参照）。このような学びは、
ICTを活用した学習方法が得意とする分野でもあり
ます。

「GIGAスクール構想」の 
1人１台が実現する「学び改革」

新しい学習指導要領が目指している「学び改革」
が進むと、教育現場はどのように変わるのでしょう
か。従来の黒板の前の教壇に立つ先生に向かって
机を整列させて受ける「一斉学習」に対して、新しい
学びでは、机をグループ毎に島状に集めて「一斉学
習」「個別学習」「協働学習」が流動的に展開する「アク
ティブ・ラーニング」が中心となります。机の上には

「GIGAスクール構想」で配備された１人１台の情報
端末が置かれ、必要に応じていつでもインターネッ
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【図：主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）の視点からの授業改善について】

「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った授業改善を行うことで、学校教育における質の高い学びを実現し、学習内容を
深く理解し、資質・能力を身につけ、生涯にわたって能動的（アクティブ）に学び続けるようにすること

（出典：文部科学省ホームページ発表資料より抜粋して作成）

【主体的な学び】の視点
●見通しを持って粘り強く取り組む力が身につく授業
●自分の学びを振り返り次の学びや生活に活かす力を育む授業

【対話的な学び】の視点
●周りの人たちとともに
　考え学び新しい発見や豊かな発想が生まれる授業

【深い学び】の視点
●一つひとつの知識がつながり
　「分かった」「おもしろい」と思える授業

【資質・能力の3つの柱】
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